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天文講座一
蹴光星の眼覗槻測に就て（V）

理隠士　　小　山　秋　雄

隅醐の方針蹴ヨ

　a。この事は元來，世話する人の貢任にあるのだが，少し維験を積んだ人で

あればたとヘアマチヤiであっても，イニシア1チブを疫引しなければなら

ぬ，最初の中は手當り次第にやって練習するのもよいが，慣れば国棲をつけ

て，できるだけ學術的にも11、仙のあるまとまった一罪をする様に心掛けて欲

しい・さうならなければ又珊味もうすいであらう，勿論自分一個の槻測より

まとまったものを求めようとするのは，よい事はよいが，アマチヤ1の立前

から言っても，対自：分一人が親雪者であるわけではなし，無理してはならぬ．

併し他にも槻判者があるからと言って，あまり片々たる槻測ばかりされては

困る・声肺門する揚合，なるべく長期閥にわたり，且個数の多い三二をした人

のものにどうしてもWeightを置くから，できる丈けすぐれた糸。果を肥る様

に観測を綾けねばならぬ．

　第一に注意すべきは，あまりに多くの星を選ばぬ一1’しである．各星に封し一・，

二個宛の口測しかない覗測なら，いくら．多枚途って來られても象茎嘱する昌今

殆んど役に立たない．これが一番性の悪い硯測である．併し叉星によって，た

とへばSS　Cyg型一iliの中の魏測の旧く少しかされてみない凹凹に於ては，勿

倫多いのに越した事はないが，唯一一個であっても重葵な結渠をもたらすもの

もある．

　最初はなるべく少し選んで，1余裕がありさうなら徐々に飯を増して行く事

である．徒に亙数の多きを誇るは愚の骨頂である．

　第二に時機を失せぬ事である．一つの星を観測する以上必す何か「［標を定

めて始めねばならぬ・そして普通のミラ型星の極大を捕ふる事を「1的とすれ

ばその前ニケ川立二より鉛めねば’ならぬ・又光度曲線全般にわたって親湯せん
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とすれば，できるだけ長期闇にわたって綾けられる様，暁に東天より上って

來る頃より始めねばならぬ．δCep型をやらうと思へば，少くとも20個位の

目測の充分とれる様に子午をおいて始めねばならぬ．

　兎に角三重に呈を選ぶ事．一皮選べばできるだけ長期且古茶の観測を得る

よう持綾する事が必要である．勿論專門家でない以上生眞面目に此の通りや

れとは決して言はない．

　此の星はもう研充し審されてるるから，説測の必要はないのではあり、ませ

んかと問ふ人があるが，眼硯親潮を最llL殆んど必．要としない檬な攣光星は澤

山あっても，研究し監されてるるといった垂はない．賑硯観測の際i、題とな

るのは，ミラとかヒドラ座R星とか，有名なそして外國で甚だよく観測され

てるる星である．此等の星は古く獲見せられ，よく観測せられてるて甚だよ

く種々の事の解ってみる星である．その理山によってこそ爾更幾千とあるミ

ラ型星の代表星として爾一案よく親重し，この星よりミラ星の謎を解く有力

な手掛を得ねばならぬもので’，決して最早観測が不必要になったとv・ふ繹で

はないのである．併し既に多数の入が翻害してみるから，無論もつと多いの

に越した事はないが，それよりも，それだけの勢力を他の古くより獲見せら

れてみるが見逃されてみるもの，叉は新しく隻見されたものに費さうといふ

のである．此の事を個々の星に就て論ずるのは甚だむつかしい事になる・

　b．次に限硯槻測に適當と思はれる攣光星の表を掲げる・

　小生のぼんの私案であるが，　多少とも言Ef：君の参考になると思って不備を省

みす載せる事にした．選んだ理目．iは此虞では響かぬ事にする，
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　表の設明Aは初歩及一般的な人・Bは多少研究的にやる人に封ずるものである・

　　　　　括弧内は代表星・δCep型は現在殆んど寓眞に株を奪はれてるて，軍に

　　　　　練習に止まる・併し光階法の精度をためすには最も適當な星である・

　fh　10糎以上のas－kだと，観測できる星は要ノ多いから，星座等で瞳切って

やられるのも面白いプランである・

　我々が現在の未曾有に深刻な世苑劃荒より脱する時，天：文學も≠かに同花

し，それに比すれば今の天龍物理の達成も兄戯に類すると迄に思はれる程の

域に達する事であらう．そして現在墾想だにできぬ程のアマチヤ1の大群が

天文學にも密集し，それと同時に攣光星の眼1硯観測も杢くアマチヤ！のもの

となり，その手によって固き誇る事であらう．自分はかくの如き日の近から

ん事を願ひ叉近からしめん事に協力するに勢を惜むものではなV・．

　　初歩の人の参考文献としては

　　　巾村　要著趣味の天掛観測　（岩波版，．1926年）

　　　　　，，　　　天一望遍鏡作り方，説測手引　（新光瀧，192り年）

　　　天界第9巻　（1　（」　‘）り年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　 」．1　（1934年ll月2U卜｛）

天界二月號の正誤

品　155買闇L1■　1　マt’予「¢）ヲぐ1文欄n1旺r7↑∫「1，9孝ナFI，　1．5’t＝i’r｛，　！9↑了」F］

　　　　その他の行中ZikU（軸）とあるはDikUの”脳こ付き

　　　　訂正します．

●王57頁L天象欄「中，2611i　4時Allt之u℃sカ｛俺蔽，とあるは三月

　　　　の豫d乏でしたから取除き．

◎附録の巾へ｝劇見した昭和九年度ノ｝計羽乏曲の牧入の項巾，

　　　　頁上高が22．27とあるは222．27て」すから言1逢Eii父しま

　　　　す．


